
 

     
 

「環境が人をつくる」 

                                校 長 田 口  明 

 「環境が人をつくる」ことは、昔からよく言われています。人は自分が意識しなくても、周りの

様々なことから影響を受けて日々暮らしています。多感で成長の早い中学生は、人や物、自然、街

並み、出来事などによって自分が創られていきます。良い環境の中で生活することは、豊かな人間

性を育み、周りの人たちと明るい人生を送ることに繋がります。 本校の生徒たちを取り巻く環境

について二つお知らせします。 

一つ目は「教室環境」です。左の写真は、生徒が移

動教室（理科や音楽等）で教室を空けた時の様子で

す。机列がきちんと整備され、椅子もしっかり机の

下に入っています。見えにくいですが、制服のハン

ガーや後ろのロッカーも整えられています。前の授

業の後、短い時間での移動ですので、慌てる場合も

ありますが、習慣としてよい環境を保つ姿勢が素晴

らしいと思います。近年、ユニバーサルデザインの

教育（健常者も障碍者も成長できる教育）の重要性

が叫ばれていますが、その基本である、整えられて、

落ち着いた環境が実現されていると感じます。部活動でも、教室を使う場合がありますが、バドミ

ントン部のシャトルの羽、筝曲部の琴、ギター部の楽器等、終わった後とても気持ちよく教室が整

えられています。それが行える生徒の心を今後も大切にしたいです。 

二つ目は、「人的環境」です。多くの教育活動に「縦割り」の活動が行われます。1 年から 3 年

の小集団での活動を通して、重点である「人間力」を育みます。野外オリエンテーションや西華祭、

体育祭などの行事、生徒会、委員会活動などの日常活動、多くの場面で意図的に仕組まれています。

旧来の上下関係ではなく、上級生は下級生のために何をするか、下級生は上級生の姿を道標として

自分に力をつけていきます。お互いの気持ちを考え、常に相手を意識する活動は、学園生活を豊か

にするとともに、将来の「不確実な社会」に対応できる人間力を育んでいます。 

 

７月の主な行事予定      

 

１日（日）中体連市大会          17 日（月）保護者懇談 3 限授業～20 日           

２日（月）振替休業日           21 日（土）終業・2 限授業・式・LHR 

８日（日）英検２次試験          23 日（月）特別授業～27 日 

10 日（火）委員会             29 日（日）サマートライアル 

12 日（木）育友会役員会          30 日（月）Intensive English Program  

13 日（金）保護者懇談 3 限授業        ～8 月 1 日（水）  2～3 年希望者 

誠心一筋に生き 人の幸せの支えとなれ 
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